
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

 

 

東日本大震災からの復旧・復興事業の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－79－



 

東日本大震災からの復旧・復興事業の進捗状況 

（平成２５年３月末現在） 

 

公共土木施設の災害復旧事業の進捗状況及び土木部最重点項目の「災害に強いまちづくり

宮城モデルの構築」を推進するための津波対策，復興まちづくり事業，復興住宅の整備につ

いて，平成２５年３月末現在の状況を以下のとおりである。 

 

 

公共土木施設全体の災害復旧事業の着手率は，箇所ベ

ースで約８７％，金額ベースで約２７％となっている。 
 

○  内陸部では，箇所ベースで約９９％，金額ベース

で約８８％の着手率となっている。施設の復旧状況

としては，全体８１１箇所のうち６４４箇所が完成

している。 
 

○  沿岸部では，箇所ベースで約８１%，金額ベースで 

約２５％の着手率となっている。施設の復旧状況と

しては，全体１，５４１箇所のうち３７０箇所が完

成している。 
 

○  流域下水道施設については，既に全ての施設の復

旧工事に着手しており，施設の復旧状況としては， 

全体１２１箇所のうち１０４箇所が完成している。  

なお仙塩流域下水道 仙塩浄化センター（多賀城市）の復旧工事が完了し，阿武隈川下流流

域下水道 県南浄化センター（岩沼市）の施設がほぼ復旧し震災前と同様の機能を回復したこ

とから，災害復旧完工式を平成２５年３月２２日に開催した。 
 

○  港湾施設の施設復旧状況については，被災箇所２９２箇所のうち新たに仙台港区新北防波

堤，石巻港臨港道路釜北線等が完成するなど全体では４７箇所（対２月末時点＋３７箇所）

が完成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１. 公共土木施設の災害復旧事業（県事業） 

七北田川(右岸) 被災状況・復旧状況 

公共土木施設の災害復旧工事全体（県

事業）の事業着手率の推移（平成２４年

度

仙台港区新北防波堤 完成状況 

汚泥燃料化施設の復旧

センター玄関口 

県南浄化センター下水道災害復旧完工式 
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（１）津波対策 
・海岸保全施設や河口部の河川堤防の復旧にあたって，津波防護レベル(レベル１)※１対策として施設整備に

着手する他，津波減災レベル(レベル２)※２対策として，津波の減災効果を有する多重防御施設としての道路

や防災緑地の整備について検討を進め事業に着手する。また，復興まちづくりと連携した港湾・空港の大津波

等の防災対策について検討している。 

※１ 津波防護レベル(レベル１)：数十年から百数十年に一度発生する比較的発生頻度の高い津波 

※２ 津波減災レベル(レベル２)：発生頻度は極めて低いものの，発生すれば甚大な被害をもたらす津波 

＜進捗状況＞ 
 

○  河川災害復旧事業の本格復旧工事については，新たに女川河川災害復旧事業（女川町）

に着手し，全体の着手状況は６箇所（全体の約１４％）となった。 
 

○  海岸災害復旧事業の本格復旧工事については，新たに気仙沼港岸壁災害復旧事業（気仙

沼市）に着手し，全体の着手状況は２０箇所（全体の約１６％）となった。 
 

○  平成２４年１０月に着手した定川（石巻市・東松島市）の河川災害復旧工事は，鋼管矢

板で堤防決壊箇所の締切を実施しており，２０１本の打設を３月２０日で完了した。４月

下旬までに継ぎ手部のモルタル注入完了を目指して進めており，順次河川本体の津波対策

工事に着手していく。 
 

○  仙台湾南部海岸の堤防は，国の直轄事業として地域の復興計画と整合を図り，Ｈ２７年

度までに延長約３０ｋｍを整備することとしている。この度，仙台空港や浄化センターな

ど重要な施設の前面の海岸堤防，合計約５ｋｍが完成したことから，「仙台湾南部海岸(空

港区間)堤防完成式」を国及び地元市町とともに執り行った。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）復興まちづくり事業 
・防災集団移転促進事業は，被災地域において居住に適当でない区域から安全な区域への移転を目的とし，住

宅団地等の整備や移転に伴う経費の支援を行う事業。事業の実施にあたっては，復興整備協議会において，事

業計画の国土交通大臣の同意を得た上で，移転先団地の設計や用地取得を進める。開発許可等の必要な許可を

受けた後，工事に着手し，工事完了後，被災された方は，造成された宅地を市町から購入又は借地し，住宅を

建設することとなる。 

・被災市街地復興土地区画整理事業は，被災により大きな被害のあった市街地において，公共施設整備と良好

な市街地の形成を図るため土地区画整理事業の手法を使い，被災者等のための住宅の確保や，これに資する住

宅立地の促進等を行う事業。事業の実施にあたっては，事業の範囲を定める都市計画決定を行い，どのような

区画整理を行うか事業計画を定め，知事の認可を受けた後，仮換地の指定が行われ，工事の進捗に併せて，順

次，住宅等が建てられるよう整備する。全ての工事が完了後，換地処分が行われ，事業が完了となる。 

・津波復興拠点整備事業とは，東日本大震災の津波により被災した地域における復興の拠点となる市街地を緊

急的に整備するものである。一団地の津波防災拠点市街地形成施設として，住宅施設，特定業務施設（事業所

等），公益的施設（医療施設等）及び公共施設（道路等）を都市施設として都市計画に定める。用地買収方式で

緊急的に整備する事業であり，施行者による用地買収及び造成後，順次分譲及び借地により各施設管理者が施

設を建設することとなる。 
 

 

 

 

 

２. 災害に強いまちづくり宮城モデルの構築 

仙台湾南部海岸(空港区間)堤防完成式 定川河川災害復旧工事状況 仙台湾南部海岸 （空港区間）完成状況
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＜進捗状況＞ 

 

○  防災集団移転促進事業については，新たに気仙

沼市の５地区，石巻市の５地区が事業計画の大臣

同意を得て，全体では１８７地区（全体の約９８％）

となった。残りの地区についても，４～５月に同

意を得るよう進めている。 
 

○  工事着手地区数は，２月末時点に対して南三陸

町１地区，石巻市の３地区，七ヶ浜町２地区，亘

理町１地区，山元町２地区の合計９地区が増え，

全体で３９地区（全体の約２０％）となり，被災

後２年が過ぎ，工事着手が本格化しつつある。 
 

○  石巻市では，９地区の起工式が鹿立浜において開催された。 
 

○  移転元地についても，岩沼市など６市町が買い取りを開始し，住宅再建に向けた動きが

本格化している。 
 

○  七ヶ浜町では４月１２日に花渕浜笹山地区において，七ヶ浜町後防災集団移転促進事業

起工式が行われる。 
 

○  土地区画整理事業については，新たに仙台市の１地区，石巻市の２地区で都市計画決定

がなされ，全体は１９地区（全体の約５６％）となった。 

なお，４月上旬に魚町・南町地区（気仙沼市）が都市計画決定予定である。 
 

○  事業認可数は，２月末時点に対して気仙沼市の２地区，石巻市の１地区が増え，全体で

８地区（全体の約２４％）となった。 
 

○  工事着手した新蛇田地区（石巻市）においては盛土工事が進められており，工事が完了

した部分から順次住宅建設が進められ，平成２６年度から宅地供給が行われる予定である。

また，荒立地区（女川町），新渡波地区（石巻市）で造成が始まっているほか，野蒜北部

丘陵地区・東矢本駅北地区（東松島市）においても造成に向け，準備工や伐採等が進めら

れている。 
 

○  津波復興拠点整備事業については，８市町１０

地区が計画され，このうち気仙沼市，南三陸町，

女川町，山元町の４市町６地区が都市計画決定済

みであり，うち，赤岩港地区（気仙沼市），志津

川東地区（南三陸町），女川浜地区（女川町），新

山下駅周辺地区・新坂元地区（山元町）の５地区

が３月中に事業認可された。 
 

○  平成２５年３月２８日に「気仙沼市鹿折地区・

南気仙沼地区 被災市街地復興土地区画整理事業」

及び「気仙沼市赤岩港地区 一団地の津波防災拠

点市街地形成施設」の事業認可書交付式が行われた。 

 

 

（３）復興住宅の整備 
・災害公営住宅は，災害により住宅を失い，自ら住宅を確保することが困難な方に対して，安定した生活を確

保してもらうために，地方公共団体が国の助成を受けて整備する低廉な家賃の公営住宅のことである。 

・整備費用には，災害公営住宅の社会的役割を踏まえ，助成の限度額が定められているため，建設コストと住

宅の面積や仕上げ，設備グレード等をバランスよく計画する。また，復興まちづくり計画や避難・防災計画と

整合を図るとともに，地域コミュニティや地域特性に配慮した整備を推進する。 

＜進捗状況＞ 
 

○  災害公営住宅は，整備計画戸数１５，０００戸のうち，現時点で，２０市

町の９５地区，６，７９９戸（２月末比＋１，８２４戸）の整備に着手し，

うち，１０市町の２７地区，１，４５３戸については工事着手している。 
 

○  このうち，仙台市（北六番丁地区 直接建設（市）１２戸），石巻市（根

鹿立浜着工式(石巻市) 

事業認可書交付式の様子 

（土木部長から気仙沼市長へ） 
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上松地区 民間借上げ ２０戸），山元町（新山下駅周辺地区第一期 直接

建設（県受託）１８戸） 

の計５０戸について整備が完了し，４月１日から順次入居を開始している。 
 

○ 災害公営住宅の整備手法別での事業着手状況は， 

・ 県受託としては７市町２１地区１,７００戸 

・ 独立行政法人都市再生機構の買い取りとしては７市町１７地区１,７

３４戸 

・ 市町直接建設としては９市町２９地区１,２９７戸 

・ 民間買い取りとしては４市町２５地区１,９１９戸 

・ 民間借り上げとしては１市５地区１４９戸 

にそれぞれ事業着手している。 
 

○  平成２５年３月２５日に亘理町荒浜地区（整備戸数１００戸）において，

また，４月２日に東松島市鳴瀬給食センター跡地地区（同２１戸）において，

県受託による災害公営住宅整備事業の着工式が開催された。 
 

○  災害公営住宅の完成戸数は，本年度末までに約２,４００戸，平成２６年

度末までには，計画戸数の半分を超える約８，０００戸を見込み，市町と連

携を図りながら，平成２７年度までの全戸完成を目標に取り組んでいく。 

 

 

 

亘理町 災害公営住宅 イメージ 山元町 災害公営住宅 亘理町復興事業着工式 
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　　災害公営住宅の整備状況について

　災害公営住宅の整備状況（事業着手したもの　平成25年3月31日現在）

No 市町村 地区・団地名 整備手法
入居予定
（年度）

進捗状況

1 田子西地区 176 戸 直接建設（市） H25 工事着手

2 荒井東地区（一期） 197 戸 直接建設（市） H25 工事着手

3 鹿野地区 70 戸 直接建設（市） H25 工事着手

4 若林西地区 152 戸 買い取り（民間） H25 工事着手

5 北六番丁地区 12 戸 直接建設（市） H25 工事完了

6 上原地区 30 戸 直接建設（市） H25 設計着手

7 鶴ケ谷第二地区 30 戸 直接建設（市） H26 設計着手

8 荒井東地区（二期） 100 戸 直接建設（市） H26 設計着手

9 通町地区 150 戸 直接建設（市） H26 設計着手

10 霊屋地区 100 戸 直接建設（市） H26 設計着手

11 霊屋下地区 40 戸 直接建設（市） H26 設計着手

12 落合地区 110 戸 直接建設（市） H26 設計着手

13 芦の口地区 39 戸 買い取り（民間） H25 設計(改修)着手

14 公募買取による地区（17地区） 1,381 戸 買い取り（民間） H26 事業候補者決定

15 黄金浜地区 60 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

16 吉野町一丁目地区 160 戸 直接建設（県受託） H27 設計着手

17 黄金浜（北）地区 100 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

18 大街道西二丁目地区 20 戸 買い取り（UR） H26 設計着手

19 大街道北二丁目地区 40 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

20 中央一丁目地区 50 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

21 駅前北通り一丁目地区 60 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

22 泉町四丁目地区 30 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

23 中里一丁目地区 30 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

24 新蛇田地区 350 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

25 新沼地区 30 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

26 筒場地区 40 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

27 根上松地区 20 戸 借上げ（民間） Ｈ25 工事完了

28 沖六勺（万石浦Ａ）地区 35 戸 借上げ（民間） Ｈ25 工事着手

29 沖六勺（万石浦Ｂ）地区 26 戸 借上げ（民間） Ｈ25 工事着手

30 中里七丁目地区 20 戸 借上げ（民間） Ｈ25 工事着手

31 南中里一丁目地区 48 戸 借上げ（民間） Ｈ25 工事着手

32 伊保石地区 31 戸 買い取り（UR） H25 工事着手

33 錦町地区 40 戸 買い取り（UR） H26 設計着手

34 南郷地区（南気仙沼小学校跡地） 160 戸 買い取り（UR） H27 設計着手

35 四反田地区 70 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

36 鹿折地区 200 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

37 南気仙沼地区 300 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

38 多賀城市 桜木地区 160 戸 買い取り（UR） H26 設計着手

39 岩沼市 玉浦西地区 217 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

40 迫地区 30 戸 直接建設（市） H25 設計着手

41 中田地区 9 戸 直接建設（市） H25 設計着手

42 東和地区 5 戸 直接建設（市） H25 設計着手

43 豊里地区 6 戸 直接建設（市） H25 設計着手

44 若柳地区 10 戸 直接建設（市） H25 工事着手

45 栗駒地区 4 戸 直接建設（市） H25 工事着手

46 高清水地区 1 戸 直接建設（市） H25 工事着手

栗原市

登米市

計画戸数

仙台市

石巻市

塩竈市

気仙沼市
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No 市町村 地区・団地名 整備手法
入居予定
（年度）

進捗状況計画戸数

47 鳴瀬給食センター跡地地区 21 戸 直接建設（県受託） H26 工事着手

48 矢本東保育所移転跡地地区 20 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

49 小松谷地地区 156 戸 買い取り（民間） H26 工事着手

50 小野駅前北地区 23 戸 買い取り（民間） H26 設計着手

51 赤井地区 54 戸 買い取り（民間） H26 設計着手

52 東矢本駅北 273 戸 買い取り（UR） H27 建設要請受諾

53 鹿島台地区 45 戸 直接建設（市） H26 設計着手

54 田尻地域 5 戸 直接建設（市） H26 設計着手

55 古川地区 100 戸 買い取り（民間） H26 設計着手

56 荒浜地区 100 戸 直接建設（県受託） H26 工事着手

57 下茨田地区 125 戸 直接建設（県受託） H27 設計着手

58 上浜街道地区 125 戸 直接建設（県受託） H27 設計着手

59 吉田大谷地地区 50 戸 直接建設（町） H27 設計着手

18 戸 工事完了

32 戸 工事着手

61 新山下駅周辺地区第2期 40 戸 直接建設（県受託） H25 設計着手

62 磯崎華園地区 17 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

63 磯崎美映の丘地区 23 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

64 菖蒲田浜地区 105 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

65 松ヶ浜地区 32 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

66 花渕浜地区 50 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

67 吉田浜地区 10 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

68 代ヶ崎浜地区 25 戸 直接建設（県受託） H26 設計着手

69 利府町 加瀬地区 25 戸 直接建設（町） H25 設計着手

70 大郷町 中村地区 4 戸 直接建設（町） H26 設計着手

71 渋江地区 28 戸 直接建設（町） H26 設計着手

72 六軒町裏地区 8 戸 直接建設（町） H26 設計着手

73 中江南地区 12 戸 直接建設（町） H27 設計着手

74 牛飼地区 24 戸 直接建設（町） H25 工事着手

75 中埣地区 6 戸 直接建設（町） H25 工事着手

76 練牛地区 10 戸 直接建設（町） H25 工事着手

77 女川町 女川町民陸上競技場跡地地区 200 戸 買い取り（UR） H25 工事着手

42 戸 買い取り（UR） H25 工事着手

9 戸 買い取り（民間） H25 工事着手

28 戸 買い取り（UR） H25 工事着手

5 戸 買い取り（民間） H25 工事着手

計 20市町 95地区 6,799 戸

※計画戸数は現時点でのものであり、設計内容により変更になることがあります。

 （工事状況）

（整備手法別集計）　※事業着手したもの

　※各地区・団地の位置などの情報を復興住宅整備室のホームページに掲載しています。
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukujuu/

新山下駅周辺地区第1期 直接建設（県受託） H25

入谷桜沢地区

歌津名足地区

60

七ヶ浜町

涌谷町

美里町

78
南三陸町

79

松島町

東松島市

大崎市

亘理町

山元町

市町数 地区数 計画戸数
工事着手 10 市町 27 地区 1,453 戸

うち 工事完了  3 市町  3 地区   50 戸 

県受託 ＵＲ買い取り 市町直接建設 民間買い取り 民間借り上げ

市町数 7 市町 7 市町 9 市町 4 市町 1 市

地区数 21 地区 17 地区 29 地区 25 地区 5 地区

計画戸数 1,700 戸 1,734 戸 1,297 戸 1,919 戸 149 戸
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